
議
長
挨
拶
か
ら
今
の
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
株
価
が
昨
年
と
比
較
し

て
半
分
に
な
り
投
資
家
が
離
れ

て
い
る
。

経
営
悪
化
か
ら
「
グ
ル
ー
プ

経
営
構
想
・
変
革
２
０
２
７
」

の
合
理
化
が
前
倒
し
で
行
わ
れ

て
い
る
。

職
場
で
社
友
会
を
抜
け
て
組

合
に
入
っ
た
ら
異
動
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
な
人
事
が
あ
っ
た
。
組

織
拡
大
を
考
え
る
時
に
克
服
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

佐
々
木
代
議
員
（
勝
田
地
区

分
会
）

組
織
拡
大
を
重
点
に
班
、
分

会
で
活
動
を
し
て
き
た
。

組
合
員
か
ら
集
ま
る
場
を
設

け
て
欲
し
い
声
も
あ
っ
た
が
思

う
よ
う
に
活
動
が
出
来
な
か
っ

た
。今

年
の
新
入
社
員
は
社
友
会

に
入
会
し
て
い
る
。
対
話
行
動

を
通
じ
て
組
合
員
の
声
や
社
員

の
不
平
不
満
を
取
り
上
げ
る
取

り
組
み
を
行
う
。

松
田
代
議
員
（
土
浦
地
区
分

会
）毎

月
定
例
の
班
集
会
を
開
催

し
て
い
る
。
駅
で
の
問
題
点
を

職
場
に
持
ち
帰
り
若
手
社
員
・

プ
ロ
パ
ー
と
話
を
す
る
根
拠
と

し
て
き
た
。

社
員
代
表
選
に
立
候
補
を
決

意
し
、
常
磐
線
７
駅
、
水
戸
線

７
駅
の
各
駅
に
職
場
の
問
題
点

を
聞
き
な
が
ら
足
を
運
ん
だ
。

結
果
、
社
員
代
表
に
選
出
さ

れ
「
労
安
委
員
会
の
充
実
・
職

場
巡
回
の
必
要
性
」
を
「
労
安

法
」
を
根
拠
に
し
て
実
現
し
た
。

月
１
回
の
職
場
巡
回
に
同
行

し
問
題
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
、

班
集
会
で
の
議
論
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

成
果
と
し
て
勤
務
（
出
張
）

扱
い
で
巡
回
し
て
い
る
点
が
一

番
の
改
善
点
に
な
っ
て
い
る
。

若
手
プ
ロ
パ
ー
社
員
と
の
信

頼
関
係
を
作
り
、
オ
ル
グ
行
動

を
検
討
し
て
い
る
。

塚
本
代
議
員
（
い
わ
き
地
区

分
会
）

原
ノ
町
運
輸
区
は
、
ほ
と
ん

ど
が
地
元
以
外
（
単
身
赴
任
）

で
あ
り
、
寮
、
借
り
上
げ
の
ア

パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。

自
宅
へ
帰
る
と
き
は
帰
還
困

難
区
域
や
除
染
さ
れ
て
い
な
い

場
所
も
通
る
こ
と
も
あ
り
不
安

で
あ
る
。

最
近
は
小
動
物
（
イ
ノ
シ
シ
）

の
衝
突
事
故
が
多
く
、
主
に
帰

宅
困
難
区
域
で
発
生
し
て
い
る
。

放
射
線
、
病
気
等
々
で
不
安
で

あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
ボ
ー

ナ
ス
や
賃
金
抑
制
に
不
安
の
声

も
聞
か
れ
る
。

門
馬
代
議
員
（
い
わ
き
地
区

分
会
）

新
規
採
用
者
行
動
は
現
役
組

合
員
が
少
な
く
思
う
よ
う
な
行

動
が
取
れ
て
ま
せ
ん
。

全
線
開
通
に
伴
う
問
題
集
約

も
出
来
な
か
っ
た
。（

裏
面
へ
）
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各
代
議
員
か
ら
書
面
で
の
手
続
き
に
よ
り
資
格
審
査
発
表
で

大
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
。

大
会
は
議
題
に
沿
っ
て
、
大
会
延
期
が
承
認
さ
れ
、
10
月
３

日
に
行
わ
れ
た
財
政
小
委
員
会
か
ら
２
０
１
９
年
決
算
、
２
０

２
０
年
の
予
算
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

代
議
員
の
発
言
は
書
面
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

２０２０年度地方委員

西山 秀樹 （土浦地区分会）

品川 秀典 （土浦地区分会）

大槻 正広 （土浦地区分会）

小倉 好勝 （水戸地区分会）

皆川 学 （水戸地区分会）

草野 正彦 （水戸地区分会）

出羽 正明 （水戸地区分会）

佐々木 栄一（勝田地区分会）

市井 優 （勝田地区分会）

寺門 通 （大子地区分会）

門馬 正行 （いわき地区分会）

佐藤 義人 （いわき地区分会）

関内 正人 （いわき地区分会）



集
ま
る
場
の
必
要
性
は
、
み

ん
な
が
持
っ
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

草
野
代
議
員
（
水
戸
地
区
分

会
）テ

ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
１
日
の

勤
務
が
終
わ
ら
な
い
社
員
が
多

く
い
ま
す
。

支
社
内
全
エ
リ
ア
が
担
当
で

現
地
直
行
・
直
帰
が
多
く
発
生

し
て
い
る
。
他
支
社
と
比
較
し

て
仕
事
の
難
易
度
が
高
い
。
そ

の
た
め
退
職
者
・
病
欠
者
が
出

て
い
る
。
し
か
し
会
社
は
要
員

補
充
が
さ
れ
ず
業
務
を
回
し
て

い
る
。

班
集
会
が
出
来
な
い
等
、
集

ま
れ
な
い
状
況
に
あ
る
が
懇
親

会
を
計
画
し
て
い
る
。

大
槻
代
議
員
（
土
浦
地
区
分

会
）保

線
班
で
は
継
続
し
て
問
題

点
、
悩
み
を
出
し
合
い
班
集
会

を
開
催
し
て
い
る
。

定
年
間
近
で
希
望
通
り
の
エ

ル
ダ
ー
先
に
な
る
の
か
、
賃
金

を
上
げ
て
ほ
し
い
等
の
意
見
も

あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
月
１
回
は
顔
を

合
わ
せ
、
班
で
意
思
統
一
を
し

国
労
が
中
心
と
な
り
現
場
長
へ

要
求
改
善
を
求
め
て
い
く
。

掲
示
板
で
国
労
に
も
若
い
社

員
が
加
入
し
て
い
る
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
夏
季
手
当

は
減
ら
さ
れ
、
年
末
手
当
は
ど

う
な
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

賃
金
労
働
条
件
は
労
使
で
話

し
合
っ
て
決
め
る
と
言
う
こ
と

を
組
合
未
加
入
者
へ
声
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
川
代
議
員
（
水
戸
地
区
分

会
）今

年
２
月
、
東
労
組
か
ら
国

労
へ
の
復
帰
者
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

東
労
組
が
新
組
合
に
移
行
す

る
動
き
が
あ
っ
た
時
、
新
組
合

に
違
和
感
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
を
国
労
の
仲
間
に

相
談
す
る
う
ち
に
、
国
労
に
戻
っ

て
き
た
ら
と
話
を
し
て
復
帰
し

た
。職

場
代
表
選
挙
は
保
線
技
術

セ
ン
タ
ー
で
立
候
補
し
、
組
合

数
を
超
え
る
票
を
獲
得
し
た
。

職
場
で
普
段
の
若
い
人
達
と

の
関
わ
り
、
会
社
に
不
満
を
持
っ

て
い
る
結
果
だ
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
執
行
委

員
会
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
全
体
集
会
も

開
催
で
き
な
か
っ
た
。

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

職
場
で
の
関
り
が
大
切
で
「
ど

う
い
う
方
向
性
が
良
い
の
か
」

「
分
会
も
ど
う
い
う
関
り
を
持

つ
の
か
」
な
ど
分
会
も
執
行
委

員
会
の
中
で
議
論
を
し
て
い
く
。

東
鉄
工
業
に
い
る
が
プ
ロ
パ
ー

が
育
っ
て
い
な
い
。
中
堅
社
員

が
若
年
退
職
し
て
い
き
、
残
っ

て
い
る
の
は
は
資
格
を
持
た
な

い
社
員
に
な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
パ
ー
社
員
は
、
仕
事
で

疲
れ
が
取
れ
な
い
。
い
つ
辞
め

る
か
考
え
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
は
プ
ロ
パ
ー

が
育
た
な
い
。
エ
ル
ダ
ー
社
員

を
充
て
に
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

関
内
代
議
員
（
い
わ
き
地
区

分
会
）

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
い
わ

き
以
北
の
列
車
巡
回
で
帰
り
の

時
間
が
遅
く
不
便
が
感
じ
る
。

我
々
が
不
便
と
感
じ
て
い
る
の

に
地
域
住
民
の
足
と
し
て
「
ど

う
な
の
か
」
と
思
う
。

教
育
・
要
員
に
つ
い
て
業
務

の
ほ
か
に
現
場
教
育
等
々
負
担

が
増
え
て
い
ま
す
。
仕
事
を
覚

え
２
～
３
年
で
異
動
に
な
る
。

安
全
意
識
が

な
い
職
場
に

な
る
。

今
回
導
入

さ
れ
た
Ｇ
Ｍ

Ａ
Ｃ
に
つ
い

て
教
育
・
訓

練
が
あ
る
が

不
安
の
声
が

聞
か
れ
る
。

寺
門
代
議

員
（
大
子
地
区
分
会
）

組
織
拡
大
は
組
合
未
加
入
者

が
増
加
の
中
、
「
組
合
の
必
要

性
を
訴
え
な
が
ら
」
未
加
入
者

に
関
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

各
職
場
で
業
務
量
が
増
え
て

仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
。

保
技
セ
で
は
地
域
の
苦
情
や

支
障
物
処
理
対
応
で
現
場
の
保

安
体
制
も
十
分
で
な
い
。

Ｍ
Ｔ
Ｓ
職
場
で
は
車
両
の
検

査
、
入
替
え
が
Ｍ
Ｔ
Ｓ
に
移
管

さ
れ
た
が
労
働
条
件
は
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
集

ま
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
少
し
で
も
集
ま
れ
る
体
制

を
作
り
ま
す
。
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新執行部

執行委員長 塙 正人

執行副委員長 大賀 泰男

書記長 赤沼 廣行

執行委員 黒澤 一文

坂下 司

泉 秀俊

会計監査 塩澤 冨世

大津 勝

大貫 洋一


